
■はじめに
本ガイドは、Windows Vista のWindows ReadyBoost 機能について説
明しています。

■Windows ReadyBoost とは
Windows ReadyBoostに対応したUSBフラッシュメモリやメモリーカー
ドなどの大容量記憶装置を利用して、パソコンの処理能力を向上（システム
を高速化）する機能です。複数のソフトウェアを起動すると動作が遅くなる
ときなどに効果があります。
Windows Vista でのみ利用できる機能で、パソコンにメインメモリを増設
できない場合などに適しています。

■Windows ReadyBoost を利用するには
● 本製品の空き容量が256MB以上であること
● パソコンのUSBポートがUSB2.0 に対応していること

Windows ReadyBoost を設定する

 本製品のセキュリティ機能を使用していると、Windows ReadyBoost
を設定できません。パスワードを設定してセキュリティ機能を使用し
ている場合は、あらかじめパスワードを削除しておいてください。

 本製品をUSB2.0 に対応したパソコンのUSBポートに接続します。
自動再生画面が表示されます。

 ［システムの高速化］をクリックします。
プロパティ画面が表示されます。

 自動再生画面が表示されない場合は、次の方法でプロパティ画面を表
示します。
① ［スタート］メニューから［コンピュータ］をクリックします。

② 本製品※をクリックし、 をクリックします。
※ 例えば、パソコンの最後のドライブが Fの場合、「リムーバブル 
ディスク（G:）」と表示されます。
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～USBフラッシュメモリを使ってパソコンの処理能力を向上させる～

 ［ReadyBoost］タブをクリックします。

 「このデバイスを使用する」をクリックします。

 Windows ReadyBoost機能に使用する領域（メモリ容量）を設定します。

 Windows ReadyBoost機能に使用できる領域（メモリ容量）は最大4GB
です。
 ここで設定した領域（メモリ容量）は、リムーバブルディスクとして使
用できなくなります。

 Windows ReadyBoost 機能の設定を解除すると、リムーバブルディ
スクとして使用できます。

 ［OK］ボタンをクリックします。

 リムーバブルディスクを開いている場合は、エラーメッセージが表示
されますので、［OK］ボタンをクリックしてください。その後でリムー
バブルディスクを閉じてください。

 Windows ReadyBoost 機能が設定されると、リムーバブルディスク
内に （ReadyBoost）アイコンが作成されます。

これでWindows ReadyBoost 機能の設定は完了です。

※ Microsoft、Windows、Windows Vistaは、米国 Microsoft Corporation
の米国及びその他の国における登録商標または商標です。
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